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・家の中の安全な場所、危険な場所をチェックしましょう。
☆家の中の安全確認をしましょう

安全な場所 危険な場所

□飲料水
□調理用ラップフィルム
□ビニール袋
□ガーゼ
□懐中電灯・予備電池
□洗面用具
□救急箱
□マスク
□ひも・ロープ
□はさみ
□ピンセット
□毛布
□トイレットペーパー
□紙おむつ
□生理用品
□寝袋

非 常 食 □食料（家族３日分）
　　　　 □飲料水（家族３日分）
　　　　 □粉ミルク

生活用品 □フォーク・スプーン
　　　　 □缶切り・ナイフ
　　　　 □卓上こんろ・ボンベ
　　　　 □ろうそく・マッチ
　　　　 □タオル
　　　　 □ウエットティッシュ
　　　　 □ティッシュペーパー

衣　　類 □着替え
　　　　 □下着

貴 重 品 □現金、10円（公衆電話用）
　　　　 □印鑑
　　　　 □通帳・有価証券
　　　　 □保険証

救急セット □脱脂綿
　　　　 □消毒液
　　　　 □傷薬
　　　　 □ばんそうこう
　　　　 □湿布薬
　　　　 □目薬
　　　　 □飲み慣れている常備薬

そ の 他  □携帯ラジオ
　　　　 □軍手・手袋

・非常用持ち出し品の置き場とその中身を　チェックしましょう。
☆非常用持ち出し品を確認しましょう

▶問い合わせ　防災安全課防災担当（内線 282）

非常用持ち出し品 家庭備蓄品リスト
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停
電
で
安
心
・
安
全
な
市
民
生
活
の
継
続
が

困
難
と
な
る
事
態
を
回
避
す
る
た
め
、
電
力
需

給
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
化
し
、
電
力
需
給
の
逼
迫

が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
防
災
行
政
無
線
で
節

電
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

▼
放
送
内
容

　
こ
ち
ら
は
防
災
行
田
で
す
。

　
行
田
市
か
ら
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
※
○
時
か
ら
○
時
の
間
、
東
京
電
力
管
内

で
、
電
力
が
不
足
す
る
見
込
み
で
す
。

　
停
電
な
ど
を
回
避
す
る
た
め
、
最
大
限
の

節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
繰
り
返
し
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
（
※
以
下
繰
り
返
し
）

　
こ
ち
ら
は
防
災
行
田
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　
防
災
安
全
課
防
災
担
当
（
内

線
2
8
2
）

「
電
力
需
給
逼ひ

っ
ぱ
く迫

警
報
」
が
発
令
さ
れ

た
場
合
、
防
災
行
政
無
線
で
市
民
の

皆
さ
ん
に
節
電
を
呼
び
掛
け
ま
す



11

　
本
市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減

量
化
を
図
る
た
め
、
ま
だ
使
え
る
も
の
の
仲
介

を
行
う
不
用
品
登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
品
物
は
無
料
で
、
登
録
期
間
は
３
カ
月
で

す
。
な
お
、
規
格
や
大
き
さ
が
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
ピ
ク
ニ
ッ
ク
セ
ッ
ト　
▽
歩
行
車　
▽
水
槽　
▽

額
縁　
▽
猫
用
ト
イ
レ　
▽
食
器
洗
い
機　
▽
ガ
ス

コ
ン
ロ
（
都
市
ガ
ス
用
）　
▽
エ
ア
コ
ン　

▽
金
庫

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
自
転
車
（
折
り
た
た
み
・
子
ど
も
用
）　
▽
三
輪

自
転
車　
▽
一
輪
車
（
子
ど
も
用
）　
▽
電
気
冷
蔵

庫
（
２
ド
ア
タ
イ
プ
）　

▽
ベ
ビ
ー
お
ん
ぶ
ひ
も　

▽
彫
刻
刀
セ
ッ
ト　
▽
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト　
▽
自
転
車

用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
後
部
荷
台
用
）　
▽
裁
縫

セ
ッ
ト（
針
箱・針
ぼ
う
ず
）　
▽
Ｃ
Ｄ・Ｍ
Ｄ
プ
レ
ー

ヤ
ー　
▽
布
団
干
し
（
折
り
た
た
み
式
）　
▽
食
器

棚
（
軽
ワ
ゴ
ン
車
に
入
る
も
の
）　
▽
ラ
ン
ド
セ
ル

（
赤
系
色
）　
▽
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ　
▽
和
だ

ん
す
（
整
理
用
）　
▽
歩
行
機
（
ベ
ビ
ー
用
）　
▽
Ｆ

Ａ
Ｘ
（
2
台
）　
▽
8
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
レ
オ
プ
レ
ー

ヤ
ー　

▽
車
い
す　

▽
電
子
ピ
ア
ノ　

▽
ヘ
ル
ス

メ
ー
タ
ー　
▽
電
気
ポ
ッ
ト

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎
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不
用
品
情
報

　無限にエネルギーを得ることができ、二酸化炭素を
排出しないことなどから、地球温暖化対策や再生可能
エネルギーとして期待されている「太陽光エネルギー」。
　太陽光から電気をつくる「太陽光発電システム」は、
エネルギー問題への意識の高まりや固定価格買取制度
の創設により、各家庭に広く普及してきています。

余った電気は電力会社に売電！
　住宅用太陽光発電システムは、電力会社とつなげる
ことで余った電力を電力会社に売ることができます。
このことから、電力会社から買う電力が減り、売った
電力分の金額が戻るため、電気代を節約することがで
きます。

　市内設置協力事業主と連携した「行田市住宅用太陽
光発電システム設置促進に関する取り組み」を活用し
て、皆さんの家庭でも設置をご検討ください。
　なお、設置促進に関する取り組みの情報は、「市報
ぎょうだ」4月号、市ホームページをご覧ください。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

【設置した家庭の一例】太陽光発電システム：４kWを設置した場合

【住宅用太陽光発電システムのイメージ図】

設置前の電気料金（年間）： 218,668円
設置後の電気料金（年間）： 47,093円

節約電気料金（年間）：　
171,575円

※住宅用発電システムを200万円で設置した場合、約12年で投資（設置）
金額を回収できる計算になります。

わが家にも住宅用太陽光発電システムを

　地球温暖化対策の一環として、家庭や事務所での緑
のカーテンの普及を図るため、行田市緑のカーテンコ
ンテストを開催します。

▶応募資格　市内の住宅、事業所などにつる性植物に
よる緑のカーテンを平成24年春以降に設置してい
る方

▶応募方法　環境課で配布している応募用紙（市ホー
ムページからダウンロード可）に必要事項を記入の
上、9月3日㈪～28日㈮に郵送または持参で提出し
てください。

　【郵送】〒361―0031 行田市緑町13―12 行田市環
境課 緑のカーテンコンテスト係

▶審査方法　応募用紙および写真を基に、緑のカーテ
ンの生育状況・効果・創意工夫などについて、総合
的に審査を行います。

▶表　　彰
　【家 庭 の 部】優秀賞5点…賞状および記念品
　【事業所の部】優秀賞3点…賞状および記念品
▶発　　表　コンテストの結果については、入賞者に

のみ連絡をします。
▶そ の 他

・緑のカーテンの設置および応募に掛かる費用は応
募者の負担となります。

・応募書類の返却は原則として行いません。
・ほかの類似したコンテストなどに重複して応募し

ても可。
・応募者の個人情報は適正に管理します。
・入賞者は市ホームページに掲載し、取り組み内容

を紹介します。その際には、写真の電子データを
提供していただく場合がありますのでご協力くだ
さい。

▶問い合わせ　同課環境政策担当☎556―9530

行田市緑のカーテン
　　　コンテストを開催します
行田市緑のカーテン
　　　コンテストを開催します


